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コロナ禍における議会や行政への影響は、一般には非常にわかりにくい
ものです。その中でもこの 2年間において、区役所職員の人材育成に大きな
影響が懸念されると隠れた声がありました。感染拡大防止のため、例えば毎月
のように開催される委員会室には入室数制限があり、案件を扱う部署の限られ
た人数の職員しか委員会を傍聴できませんでした。

これから管理職になる職員をはじめ、「職員の議会対応」の経験を積む場がな
くなってしまうことは行政において大きな問題です。議場を使うことは傍聴席
も利用できることから、一般の方の他、大勢の職員にも足を運んでもらうこと
ができました。また、初めて議場に入る職員も多く、緊張感のある中での委員
会審議が出来たことがとても良かったと、感想をも頂きました。
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一般質問に登壇、令和 4年度予算が可決されました。

区議会定例会 一般質問で登壇しました

　区議会に上程する予算案を作成するまで、各部が事業実施のため
の予算要求をし、財政課が精査し、最終的に区長査定が行われます。
当初、非課税世帯における上限 75,000 円の予算要求が行われてい
ましたが、最終的に非課税世帯137,000円、課税世帯は68,500円（購
入額 1/2 の上限）と助成額が上がることになりました。

令和 4年 2月　港区議会定例会にて

　「新型コロナワクチンについて」「プレミアム付き区内共通商品券について」「補
聴器購入費助成制度について」「防犯カメラ貸出事業の新設について」、そして「駐
輪場を増やす取り組みについて」の5項目を区長・教育長に質問しました。いずれも、
たくさんの皆さんからご意見を伺い、改善を求められていたことでした。

　会派代表質問や議員個人の一般質問は多岐にわたり、それぞれの想いや多角的な
視点を持って、港区へ改善要求や提案が行われます。議員の全ての提案が採用され
ることはなく、中には時期尚早であったり理解不足、現実的では無いと捉えられる
ことも多々あり、年月をかけて粘り強く伝えていくことが重要です。未着手、着手
されても道半ばである取り組みもまだまだ多く、今後も頑張ります。

補聴器購入費助成制度の増額が発表

令和 4年度予算特別委員会が開催されました。

新型コロナウイルスオミクロン株の出現により、感染力が拡大しています。3回
目ワクチン接種も順調に進んでいますが、感染拡大防止策を講じながら議会開催
のための努力は変わりません。特に 2月〜 3月開催の第 1回定例会では予算特
別委員会もセットで行われるため、議決をしなければ 4月以降の予算執行がで
きず、最終的に区民のみなさんの生活に直結してしまいます。

今回、予算特別委員会委員長を拝命いたしました。これまで以上の感染拡大防止
策を講じるため、広い議場を使って予算委員会を開催しました。

予算特別委員会委員長として
初めての議場開催に尽力しました

　特にごみの不法投棄や動物への餌やりなど、行政に相談をす
るも防犯カメラ映像等である程度の事前情報が求められてしま
います。助成制度もあることから購入を勧められることもあり
ますが、個人が気安く購入・設置してよいものか悩ましいもの
です。短期間だけ必要な方向けのレンタル事業新設の他、むし
ろ行政こそ高性能の防犯カメラを使用して相談案件ごとに対応
すべきではないか、と意見を述べました。

駐輪場不足は区民のみなさんから頂くお声がとても多く、大きな関心事のひと
つです。その中で、麻布十番周辺では現在一の橋公園が整備中であり、来年の
2023 年 4月には公園内に約 400 台の駐輪場（地下機械式）が完成する予定です。

私が区議会議員となる前の 2013 年 5 月、都道麻布通りに暫定駐輪場が設置され
ました。これはあくまでも「暫定」であるため、一の橋公園内駐輪場整備完了後
は暫定駐輪場を撤去し、都道であることから東京都に返却することになっていま
す。駐輪場は定期利用希望が多く、枠がなかなか空きません。

この都道活用は近隣住民にとって今後も必要です。過去においても、東京都と継
続利用の協議をするよう意見を述べました。しかし未だ行われていないことが判
明したため、再び要請しました。4m以上の幅がある歩道でないと、このような
駐輪場の設置は認められません。都議会議員とも情報を共有しながら、継続利用
の要望を訴えていきます。

　「現物支給」「何でもよいからとに
かく助成を」という要望もありまし
た。１日でも早い創設を求める理解
はできますが、これだけでは成り立
ちません。必要な方が長く正しく
使っていけるよう、適正使用に特化
する制度設計を区と一緒に取り組ん
だ結果が形になりました。補聴器は
高額な医療機器です。長く正しく使
用して生活の質を上げましょう。

防犯カメラ貸出事業の新設を要望

　港区には防犯カメラ購入
費の助成事業があります。
町会・自治会向け、集合住
宅管理組合等向け、そし
て個人向けの 3種類です。
防犯カメラの設置は犯罪抑
止に繋がることから、設置
要望も多くなりました。

電子スマイル商品券が初めて発売されました。「商品券の使える店舗が少ない」な
ど、たくさんのご意見が届きました。

商品券事業は港区商店街連合会が行っており、港区は発行支援をする立場です。商店
街連合会に加盟する商店街、そしてその商店街に加盟する店舗が商品券を取り扱うこ
とができますが、するかしないか、紙か電子か又は両方かは店舗の決断です。取り扱
い店舗を増やす努力と丁寧な説明を継続して行いますが、是非皆さんからも、よく知
る店舗がありましたら、商品券の取り扱いをお願いされてみてはいかがでしょうか。



区が実施する取り組みのお知らせ
2022 年 3 月 22 日現在

最新の港区による情報・詳細は港区ホームページをご覧ください

3 回目ワクチン接種について

港区新型コロナウイルス感染症特設ページ 港区ワクチン接種特設ページ

5 歳〜 11 歳小児接種会場

　昨年の秋、港区は全国でも先駆けて、区民以外のどなたでも接種券をお持ちの方に向け、ワクチン接種を積極的に行っ
てきました。3回目接種では区民以外の他、予約不要で接種が受けられる取り組みを進めています。4月は水・金・土でスポー
ツセンターのみでお受けします。モデルナ製ワクチンのみですが、罹患者もワクチンの種類にかかわらず3回目はお早めに。
　スポーツセンターでの接種は 4月末で終了し、5月以降の集団会場は港勤労福祉会館（芝 5-18-2）の 1ヶ所です。
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港区新型コロナワクチン接種コールセンター 0120-252-237 平日：    8:30 〜 20:00
土日祝： 8:30 〜 17:30

専門家を交えて運用に向けた検討開始から 2年要しましたが、
補聴器の適正使用に特化した購入費助成制度がとうとう 4月
から開始されることになりました。

補聴器についてまずお知りになりたい方は、港区が指定する
補聴器相談医が在籍する医療機関を受診することから始めて
ください。補聴器相談医が必要と判断した後、補聴器の購入
は「認定技能者」と呼ばれる、補聴器取り扱いの専門家の在
籍する店舗になります。認定技能者を増やしていく取り組み
も、同時に行っていきます。

これは、医療機器でもある補聴器を長く、正しく、しっかり
と使い続けるための制度です。皆さんの大切なお耳のため、
ご理解いただきますようお願い申し上げます。

補聴器購入費助成制度 ~ 港区モデル ~　　　　　　　　

この他、区内 12の小児科医療機関で個別接種実施中
港区HPをご参照ください

対象者：　「60 歳以上の区民」、「聴覚障害による身体障害者手帳の無い方」、「区が指定する医療機関を
　　　　　受診し補聴器が必要と診断された方」の全てを満たす方
助成額：　（非課税世帯）上限 137,000 円
　　　　　（課税世帯）　		上限 68,500 円（購入額 1/2）


